
前原 集団登校について　　

危険箇所

(1)横断歩道が少し薄くなっている為、車を運転する側が分かりにくい。

(2)ゴミ置き場が近く、車の出入りが頻繁。カーブで見通しが悪く、車のスピードが出ている。

(3)(4)交通量が多く、車のスピードも出ているので、横断時に注意が必要。

(5)細い道でゴミ出しの車が左右両側に駐車していた。火曜金曜（燃えるごみの日）は注意が必要。

(6)横断歩道が無く、左側から来る車が見えにくい。

(7)(8)車や大型車の出入りがあり、一時停止して車が来ないか確認が必要。

(9)通勤時間帯の為、交通量が多い。

(10)横断歩道を渡った先の歩道が狭いので危険。

児童の様子

・列を乱さず一列で歩いていた。リーダーが1年生の様子を確認しながら歩く速さを調節していた。

・危険な箇所はあらかじめ認知していたので注意しながら登校していた。

・左側通行になり、後ろから車や自転車が走ってくる事に気付きにくそうだった。

・下を向いて歩く子が多かった。

・新入生が緊張していた。1年生の保護者も付き添ってくれたので時間までにスムーズに出発できた。

・あまり挨拶が返ってこなかった。

・集合場所にみんなが集まるまで何人かで分かれて雑談しながら待っていた。

・1年生が3名中2名泣けてしまっていた。

意見・感想

・ボランティアの方が、大きな声で挨拶してくれるが子供達はポツポツと小さな声で気になった。

・1人1人が毎日元気に安全に登校できるように心掛けてほしいと思う。

・高学年の子に何年も危険なところを協力員から伝えているため予め認知していた。

　低学年の子をフォローしつつ危険なところも注意できていた。

・集合場所での待機時には、歩行者・自転車の通行もあるので広がらずに待っていた方が良い。

・中学生の自転車と車が重なることがあり、少し危険に感じることもあった。

・集合場所や危険箇所でボランティアの方がサポートしてくださり、ありがたいと思った。

　同じ道でも通学時間に通ると様子が違うので、改めて危険な箇所に気付いた。

・左側を歩く事が多く、車や自転車に気付きにくい。安全に通学できるよう、家庭で声かけしたい。

・挨拶や止まってくれた車などへのお礼も引き続き伝えていきたい。


